
 
 

感染症（新型インフルエンザ等）の流行下における原子力災害発生時の対応（案） 

 

１．概要  

 今般の新型コロナウイルスのような感染症（以下、「感染症等」という。）の流行下において、万

が一、原子力災害が発生した場合、住民等の被ばくによるリスクとウイルスの感染拡大によるリス

クの双方から、国民の生命・健康を守ることを最優先とすることが求められる。 

これらの課題に対して、内閣府では、令和２年６月に「新型コロナウイルス感染拡大を踏まえた

感染症等の流行下での原子力災害時における防護措置の基本的な考え方」、令和２年 11 月に「新型

コロナウイルス感染拡大を踏まえた感染症等の流行下での原子力災害時における防護措置の実施

ガイドライン」を示し、関係自治体に通知しているところである。 

 また、柏崎刈羽地域においても、第９回作業部会（令和２年７月 21 日）において、女川地域に

おける取り組み等も参考としながら、具体的な対応の検討を行ってきた。 

 

２．感染症等（※１）の流行下での PAZ 内の防護措置 

 感染症等の流行下において原子力災害が発生した場合、感染者や感染の疑いのある者も含

め、感染拡大・予防対策を十分考慮した上で、避難や屋内退避等の各種防護措置を行う。 

 具体的には、PAZ 内の住民が避難を行う場合には、その過程（避難車両等）又は避難先（避難

所等）などにおける感染拡大を防ぐため、感染者とそれ以外の者との分離、人と人との距離

の確保、マスクの着用、手洗いなどの手指衛生等の感染対策を実施する。 

 原子力災害の発生状況、感染拡大の状況及び避難車両や避難所等の確保状況など、その時々

の状況に応じて、車両や避難所を分ける、又は同じ車両や避難所内で距離や離隔を保つな

ど、柔軟に対応する。 

 

＜感染症等の流行下での原子力災害が発生した場合（PAZ）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※１ 新型インフルエンザ等対策特別措置法第二条第一項に定める新型インフルエンザ等を指す。 

※２ 軽症者等とは、入院治療が必要ない無症状病原体保有者及び軽症患者のこと。また、既に UPZ 外のホテル等において、療養等している場合あり。 
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※３ 濃厚接触者、発熱者等の感染の疑いのある者、又はそれ以外の者は、可能な限りそれぞれ別々に避難（車両、避難所等）する。 

※４ 避難先施設で密集が発生するおそれのある場合は、県旅館・ホテル組合に「それ以外の者」の受入れについて協力を依頼する。 

 

３．感染症等（※１）の流行下での UPZ 内の防護措置 

 感染症等の流行下において原子力災害が発生した場合、感染者や感染の疑いのある者も含

め、感染拡大・予防対策を十分考慮した上で、避難や屋内退避等の各種防護措置を行う。 

 具体的には、UPZ 内の住民が一時移転等を行う場合には、その過程（避難車両等）又は避

難先（避難所等）などにおける感染拡大を防ぐため、感染者とそれ以外の者との分離、人

と人との距離の確保、マスクの着用、手洗いなどの手指衛生等の感染対策を実施する。 

 自宅等で屋内退避を行う場合には、放射性物質による被ばくを避けることを優先して屋内

退避を実施し、換気については、屋内退避の指示が出されている間は原則行わないことと

する。また、自然災害により指定避難所等で屋内退避する場合は、密集を避け、極力分散

して退避することとし、これが困難な場合には、市町が開設する近隣の別の指定避難所等

や、あらかじめ定められている UPZ 外の避難先へ避難する。 

 原子力災害の発生状況、感染拡大の状況及び避難車両や避難所等の確保状況など、その

時々の状況に応じて、車両や避難所を分ける、又は同じ車両や避難所内で距離や離隔を保

つなど、柔軟に対応する。 

 

＜感染症等の流行下での原子力災害が発生した場合（UPZ）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※１ 新型インフルエンザ等対策特別措置法第二条第一項に定める新型インフルエンザ等を指す。 

※２ 軽症者等とは、入院治療が必要ない無症状病原体保有者及び軽症患者のこと。また、既に UPZ 外のホテル等において、療養等している場合あり。 

※３ 濃厚接触者、発熱者等の感染の疑いのある者、又はそれ以外の者は、可能な限りそれぞれ別々に避難（車両、避難所等）する。 

※４ 避難先施設で密集が発生するおそれのある場合は、県旅館・ホテル組合に「それ以外の者」の受入れについて協力を依頼する。 

 
 
 

― 以上 ― 


